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Abstract

　　　　　The　expectations 　of　English　language　educatien 　in　Japan 　have 　never 　been　so

high　during　the 　last　few　decades．　 To　facilitate　the　effective 　learning　and

communication 　through 　English　language，　we 　must 　understand 　the　basic　mechanisms

of　brain　development　and 　language 　learning．　In　this　invited　article ，　we 　first　explain

the　 up
−to−date　 infbrmation　 on 　 the　 relationship 　 between　 brain　 development　 and

language　acquisition 　and 　processing．　Then ，
　 some 　of　the　results 　of　our 　brain−based

cohort 　 study 　of 　elementary 　school 　children 　are 　briefly　 shown ．　It　is　 e 皿 phasized 　that

interdisciplinary　 collaboration 　 and 　 innovative　 technologies　 such 　 as 　 multichannel

Event −
related 　potentials　and 　near 　infrared　spectroscopy 　are 　effective 　to　uncover 　the

langUage 　functions　in　the　children
’
s　developing　brain．　We 　hope　that 　such 　effort 　may

ultimately 　offer 　an 　insight　 into　the　effective 　English　teachingflearning 　for

schoolteachers 　and 　policy　makers ．
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1，は じめに

　現在 の 日本 にお い て、英語 教育 へ の 期待は か つ て な い ほ どに 高ま っ て い る。グ ロ ーバ ル

化 と高度情報 化が すす む社会 で 、英 語能 力 ・英語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力 の 育成は 、

目本 の 各分 野 の 発 展 に と っ て欠 か せ ない 。身近 な例 と し て は、近年、大学も国際競争に さ

らされ て お り、 日本人学生 の 英語能力 の 向上 と優秀な外 国人 留学生 の 確保 は 、 各大 学に と

っ て 最重要課題 の
一

つ で ある と言 っ て も過言で はな い 。そ の よ うな状況にお い て 、 ヒ トの
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言語能力の 生物学的基盤 を知 る こ とは 、英語教育が抱 えて い る諸問題 を解決す る上 で も参

考に な る と 思 わ れ る。本 稿 で は 、 筆者が こ こ 数 年取 り組 ん で い る小学生 の 脳 研究につ い て

概説 し、今後 の 日本にお ける英語 教育 の 発展 に つ い て 考察す る 。

2．脳 の 発達 と言語習得

　言語 習得は 脳の 発達 と平行 し て お こ なわれ る 。 脳 が 発達する とい うこ とは 、 神経細胞 同

士 が連結 し て神経回路網 を形成す る こ とで あ る 。 そ の 繋ぎ 目の 部分を シ ナ プ ス とい うが 、

そ の 密度に よ っ て 脳 の 発 達 の 度合 い が分 か る 。 脳 の 成 長 の 速度 とそ の 過程 は 言語 の 違い に

よ らず ヒ トに共通 してお り 、 場所に よ っ て 発達する時期が異なる 。 構造 ・解剖学的知見に

よる と、大脳 皮質の 言語 関連領域で は 、シ ナ プ ス 密度 の値が 、聴覚野 で は 1 才で ほ ぼ最大

値に近 づ い て い るの に対 し て 、ウェ ル ニ ッ ケ野 とブ ロ ー
カ野で は 3 才で最大 となっ てお り、

そ の 後は減少す る （Huttenlocher，2002 ）。興味深 い こ とに 、ある単位あ た りの 密度と年

齢 との 関係をみ ると、月齢が上 がる につ れ て 、聴覚野 、ウ ェ ル ニ
ッ ケ野、ブ ロ

ー
カ 野の 順

番で
一

定 の 密度に達す る。さらに、言語 処理 の 脳 内基盤 とい う点 で は 、聴 覚 野 、ウェ ル ニ

ッ ケ野、ブ ロ
ー

カ野 を繋 ぐ神 経線維の 束で あ る 「弓状束」 の 存在は欠 か せ ない が、最近 、

拡散テ ン ソル 画像 法 （diffusion　tensor 　imaging ，　DTI ）とい う、脳 の 神経線維 の 束を可視化

す る技 法 に よ り、新たな知見が得 られ て い る。成人 の 弓状束に つ い て は、 2 つ の 背側経路

と 1 つ の 腹側経路が ある こ とが 明らか に な っ た （Catani，　et　aL ，2005 ）。

一
方 、新生児 で は 、

これ らの 経路 の うち、腹側 経路と、聴覚野 とウ ェ ル ニ
ッ ケ野及び縁上 回 を繋 ぐ背側経路 （弓

状束の
一

部）は 発 達 し て い る が 、ブ ロ
ー

カ野 へ 繋が る背側 経路 （上縦束 と弓状束の
一

部）

が 未発 達 の ま ま で ある こ とが示 された （Perani，　et　aL
，
2011）。神経線維 が発 達す る こ とに

よ り母 語 の 獲得が進む とする と、言語領域 の 中で は、ブ ロ
ーカ 野 の 発 達が

一
番遅 い こ と に

な る 。 言語野 に お ける こ の よ うな発達 の 順番 は 、言 語機 能 を行 為の獲得 と し て 見た 場合、

い か な る言語 で あれ 、そ の 過程 は 、音声知 覚 （聴 覚野 ）や理解 （ウ ェ ル ニ ッ ケ野〉が産生 （プ

ロ ーカ 野 ）に 先ん ず る と い う、 広 く知 られ て い る現象 と対応 し て い て 興味深 い。ま た、脳

全体をみ ると、成長 に伴 い 大脳 皮 質 （灰 白質）は 徐 々 に薄 くなるが 、それ に つ れ て 軸索 と

呼 ばれ る 神 経線維 （白質） が成長 して 神経回路網が形成 され る。こ の プ ロ セ ス は、 20 才

以 降も続 くと い う（Gogtay，　et　aL ，2004）。母語 の 発 達初期 に特 に大 きな変化がみ られ る こ

と は赤 ち ゃ ん の研究に よ り明 らか にな っ た が
、 思春期 または それ以降で も神経回路はダイ

ナ ミ ッ クに改変 して い る と言 えよ う。

　 こ の よ うな脳 の 構造的な発達 とは別に、脳 の 機能的なネ ッ トワ
ー

クの 発 達 を調 べ る研究

が ある。機 能的磁 気共 鳴画像法 （functional　Magnetic 　Resonance　Imaging ，　fMRI ＞や、近
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赤外 光脳機 能計測装置 （Near　Infra−Red　Spectroseopy，　NIRS ）を用 い て、安静時 の 脳 の 機

能的結合 （resting
・
state 　functional　connectivity ）を調べ る研究 が

、 最近 、 盛 ん に な っ て い

る。解剖学的な結合 と同 時 に、機能 的 な関係 が ある とされ る脳領域 の 間 の 関係 性 も評価 さ

れ る の で 、構造 と機能の 両方 が反映 され る と考 え られ て い る 。 例 えば、保 前 らは、多チ ャ

ンネル NIRS を用い て 、新生児 ・3 ヶ 月 児 ・6 ヶ 月児の 静唾眠時の 脳の 自発活動を測定 し た

（Homae ，　et　al ．，2010 ）。 そ の 結果 、 脳 の 左 半球 と右半球 の 結合が 月齢 と と も に形成 され て

い くこ と、ま た側頭領域 と頭頂領域 の 関係性 が、左 半球 の みで 強く見 られ る こ とを報 告 し

て い る 。左 半球 の 側頭か ら頭頂 に かけ て は、成人 で は 「後 言語 野 」 と呼 ばれ る ウ ェ ル ニ ッ

ケ野や角回 、縁上回などが あ り、母語の 獲得の メカ ニ ズ ム とい う点 で興味深 い
。 乳幼児 以

外 で は、小 学校低学年 の 報告が あ る。 7 歳か ら 9 歳の 児童 と 21 歳か ら 31 歳 ま で の 成人

の 機 能的結合 を比 較 した研究で あるが （Fair　et 　a1 ．
，
2008）、それに よる と、小学校低学年

で は 、脳 のデ フ ォ
ール ト領域と呼 ばれ る部位 （安静時で 脳 の 活動が高 い 領域）がまばらに

結合 して い るが 、そ の 後の 発達過程 で
一

貫 した相互連結 の ネ ッ トワ
ー

クが形成 され る と し

て い る 。 特 に 、 脳 の 前頭部 と 後方 の 頭 頂 を っ な ぐ大 域的 な結合は 、小 学校 低学年 以 降 、成

人に な る過程 で強 ま る こ とが明 らか にな っ た。前頭に は ブ ロ ーカ 野 が、頭頂に は 角回 や縁

上 回 が位置す る が、 7 歳か ら 9 歳以 降に こ の 領域間 の 結合が、特に 強ま る よ うで あ る。筆

者 も母 語の 単語理 解に つ い て 脳波 を用 い て調 べ た と こ ろ 、 7 歳か ら 9 歳の 間に 処 理 ス ピー

ドが 速 ま り、 9 歳 以 降は そ の 処理 時間 が定着す る と い う結果 を報告 し た （Ojima ，
　et 　al．，

2011a）。 小学校低学年は、脳の発達 と言語習得に とっ て 、あ る意味 で 段 階的 な発達の 時期

と推測 され る 。
こ の 神経学的な基盤 とし て は 、神経線維 の 髄鞘化に よ る結合や 、離れ た脳

部位 同士 の 同期に よる結合 な ど、さま ざまな要 因 が 関係 し て い る と考え られ る 。 こ の よ う

に 、母 語 は 脳 の成長に 促 され て 自然に 獲得 され る。で は 、第二 言語や外 国語 の 場合は い か

なる神経基盤 の もとに 、どの よ うな習得 の プ ロ セ ス を辿 る の だ ろ うか。

3．脳科学と第二 言語 習得

　第二 言語や 外 国語 の 上達にか か わ る要 因に は、学習開始年齢、習熟度 、接触 量、母 語 と

の 言語間の 距離な どがあ る 。

一
般 に 、 語 彙や 文 の 意味処 理 には学習開始年齢は あま り関係

しない が、音声 ・音韻や文法の 処理 には年齢が よ り深 く関わ る と言われ て い る。最近の 第

二言語 習得研 究 の 分野 で は、言語テ ス トの 成績や実験 の 反応時 間な どの 行動 指標 の み な ら

ず、脳反応 を直接観察す る研 究が盛 ん に なっ て きた。特 に 、脳波の
一

種で 、時 間的な解像

度に 優れた事象関連電位 （Event’related 　potentials ，
　ERP ）を用い た研 究は 、音声 ・音韻、

形態、意味、統語 とい っ た 言語 の 各側 面 に、それ ぞれ 特異的な生理 的指標が報告され て お
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り、欧米で は 学習者の 言語 能力を客観的に評価す る方法 として 、 広 く用い られ て い る 。 具

体的に は 、意味的にお か しな文 の 処理 や 、単語 ペ ア の ミ ス マ ッ チ の 際 に 現れ る N400
、 文

法 的 に間違 っ て い る文 の 処理 で 現れ る左前方陰性波 LAN 及 び P600 な どで 、それ ぞれ 、

意味処理 や文 法処理 を反 映する。

　第 二 言語習得の 領域で は、外 国語 学習 に関す る研 究が 古くか ら行われ て い るが、主に ア

メ リカ に お ける移民 の 英語 習得 の よ うな第 二 言語環境で の もの が 多 く、日本 の よ うな外 国

語環 境で の 子 ども の 英語 学習に つ い て は 科学的なデー
タがない 。ア メ リカ の 移 民 と 日本 に

い る 日本 人 とで は英語の 学習環境 が大きく異な り、移民 が 自然な環塊下 で 英語を習得する

場合 と、日本の よ うに 、 外 国語 として学校で 形式的に学ぶ 環境で 英語 を学習する状況 を、

直接的に比較す る こ と は で きな い 。ま た 、学習法や 教授法 に つ い て も 、 ア メ リカ で 開発 さ

れ た方法 をそ の まま 日本で行 うこ とが相応 し い か ど うか検討 の 余 地が あ る。小学生 の 場合、

母語 も発達 途 上 で あ り、母語お よび英語処理時 の 脳 内メカ ニ ズ ム 、ま た そ れ らの 違い は ほ

とん ど分か っ て い ない 。

4．脳機能か らみた英語習得 ：小学生の コ ホ
ー

ト研究

　そ こ で筆者は、科学技術振 興機構社会技術研究開発セ ン タ
ー

研 究開発領域 「脳 科学 と社

会 」 研 究 開発プ ロ グ ラ ム 「脳科学 と教育」 の
一

環 と して 、2006年 か ら 2008 年ま で の 3 年

間 にわた り 「言語 の 発達 ・脳 の 成長 ・
言 語教育に 関す る 統合 的研 究 」 と い うテ ー

マ で 、言

語習得 の 脳機能 コ ホ ー
ト調査 を行 っ た 。

コ ホ
ー

ト研 究 とは 、大規模な集団 を前方視的に追

跡 す る手法で 、同
一

集団内で の 発 達的変化 をみ る こ とが で きる。具体的には、関東圏 に あ

る 公 立 と私立 の 7 校 の 小学校 に ご協力 い た だ き、さまざまな英語習 熟度を も つ 6 才 か ら 11

才まで の 小 学生を対象に、英語 テ ス ト、国語テ ス ト、学習環境に つ い て の 質問紙に 加 え て 、

脳 波 ・事象関連電位 と近赤外光脳機能計測器 を用 い た騨計測実験を、年に 1 回、 3 年 間 に

わた り実施 した。参加 児童は 、1年 目が 389 名 、 2 年 目は 485 名、 3 年 目は 445名で 、 1

年 目の 参加者 の 84．　8％が 3 年間参加 し た 。
コ ホ ー

ト調査 と して は 異例の 高い 定着率であ る 。

5．脳波 ・ 事象 関連電位研 究

　脳機能に も とつ く外 国語学習で 肝心 なこ とは、ま ず、生 物学 的 にみ て 、母 語の 発達 と外

国語の 習得過程が ど の よ うな 関係 に あ る か を 明 らか に す る こ と で あ る 。 脳波 ・事象関連電

位 の 実験 で は 、
モ ニ タ

ー
に 視覚提示 され た絵 の 内容 と聴 覚提示 され た英単語 が意味的に

一

致 し て い る条件 と
一

致 し て い な い 条件 を設定 し、
一

致し て い ない場合、つ ま りミス マ ッ チ

へ の 反応 とし て現れ る N400 お よび後期陽性成分 （Late　Positive　Component，　LPC ）を観
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察 した 。 LPC は再 分析や 統合 を反映す る と言われ て い る 。

　 3 年間 の す べ て の 検査 に 継続 し て 参加 し た 322 名 の デ
ー

タ を解析 し た 結果 、英 語学習 の

進行 に ともな っ て 出現す る脳反 応 の 変化 は 、先行研 究 で 報告 され て い る母 語 の 獲得に 見 ら

れ る脳 反応 の 変化 と同 じプ ロ セ ス を辿 る こ とが分 か っ た （Ojima，　et　al．，2011b）。 具体 的に

は 、図 1 に 示す通 り、解析対象者を 1 回目 の 英語テ ス トの 成績 に よ り、低得点群 （45％）、

中得点群 （59．5％）、高得点群 （92．9％）に 分 け、それ ぞれ の 群に つ き 1年 目 と 3 年 目を 比

較 した ところ、 1年 目で何 も観察 され なか っ た低得 点群で は 2 年後 に頭皮上 に広 く分布 す

る 陰性 波 （broad　negativity ，　bNeg ）カミ現れ （図 1−A，　 E）、 1年 目で bNeg が観察 され た 中

得点群 の 2 年後 に は N400 が 出現 した （図 1−B，　 F）。 さら に 1 年 目で N400 が認め られた

高得点群では 2 年後 に LPC が 出現 し た （図 1−C，　 G）。こ れ ら 3 っ の ERP 成分の 出現順序

（bNeg → N400 → LPC ）は 、幼児 の 母語 獲得で報告 され た もの と同 じで あり、高得点群

の 母語 で あ る 日本語 の 刺激に対 して も出現 して い る （図 1−D）。英語 テ ス トの 成績が 3 年 目

は 各群 ともに 上が っ て い る こ と （低得点 群 ： 67．8％、中得点群 ： 80．4％、高得 点群 ： 99．1％）、

ま た母 語 で は各群 と も に 1 年 目か ら全 て の ERP 成分が出現 し て い る こ とか ら、こ れ らの

脳 反応 の 変化は英語 の 習熟度そ の も の の 変化 を反 映 して い る と言 える。

　こ れ らの 結果 よ り、外 国語 の 語彙学習 の 脳 反応 は、母語 の 語 彙発達 にみ られ る脳 反応 と

同 じ プ ロ セ ス を辿 る こ とが分か っ た 。 こ の 結果は 、
ヒ トの 単語 習得 の プ ロ セ ス は、学 習環

境 に よ らず強 い 生物学的制約 を受け て い る こ とを示 して い る。 こ れ ま で 、言語習得 の 生物

学的制約は 、感受性期 との 関係で 音声 ・音韻や 文法 の 発達 につ い て 言及 され て きた が、今

回 の 研究 で 、単語 の 習得 の プ ロ セ ス もそ の 影響を受け て い る こ とが 明 らか に な っ た 。

　次に 、 学習時間 と年齢 との 関係 を探 るため に、上記 の 対象 とな っ た小学生 の うち英語学

習 を経験 し て い る延 べ 800 人 の 脳 波デー
タ を分析 した （Ojima，　et　aL ，2011c ）。学習開始年

齢 は 0 才か ら 7 才で 、主に 小学校、英会話教室 、家庭学習な どで 学習 し、 誕生 か ら調査 し

た時点ま で の 生涯学習時間は 数十時間か ら数千時間で あ っ た 。 通 常、学習開始年齢 が低 け

れ ば生 涯学習時間 は長い とい う相関関係がある た め、こ の 二 つ の 影響を統計 的 に分離 し た 。

そ の 結果 、図 2 に示 す通 り、分離する前は 、学習開始が早 けれ ば英語 テ ス トの 得点 が高 く、

N400 の 振幅が大 き い と い う傾 向が あ っ た が、分離 した後は こ の傾 向は 逆転 して 、学習開

始が遅い 方 が英語テ ス トは高得点で 、か つ N400 の 振幅 も大きい とい う結果に な っ た。ま

た、分離 の 有無に か か わ らず、全学習時間が長けれ ば英語テ ス トは高得点 で N400 の 振 幅

は大 き い とい う こ とが 分か っ た 。 こ の 結果は 、外国語学習の 開始 年齢を考 え る上 で の
一

つ

の 基礎 デー
タで あ るが 、今回 の 限られた研究で は 、学習時間が

一
定 の 場合 、 む しろ遅 く始

めた子 供 が有利 で ある と の傾 向 が 確認 され た。但 し 、前述の よ うに 、今回 は小学校 入学前
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か入学時に英語学習を開始 した子供 が対象に な っ て お り、小学校入学以降に 開始 した 子供

に つ い て は 、現時点で は 直接的なデータはない 。小学校英語の 開始学年 に つ い て社会的な

関心事に なっ て い るが、どの 学年で 英語を導入す る の が よ い か を検討す るためには、今後

さらなるデー
タ の 蓄積が必 要 となる。

6。近赤外光脳機能計測研究

　次に、母語お よび英語の 単語を復唱 して い る時 の 脳 内 メ カ ニ ズ ム を調 べ た （Sugiura，　et

al ．
，
2011）。近赤外光脳機能計測器 は、脳血流量の 変化 を捉えるもの で 、子供 にも安全で計

測時の 負担 も少ない 。484 人 の 小 学生 （年齢 ： 6〜IO 歳）に つ い て 、母 語 （日本語）お よび

外 国語 （英語）の それ ぞれ に つ き 、 出現頻度 の 異 な る 2 種類 の 単語 （高頻度語 と低頻度語 ）

を用 意 し、合計 4 種類 の 復唱課題 を実施 した 。 高頻度語 は 100万語 中 50回以上 の 使 用頻度、

低頻度語は 100万語 中 5 回以 下 で あ っ た 。

　 結果は、図 3 に示す通 り、聴覚野付近で は 言語 （母語 vs ．英語）や 出現頻度 （高頻出

度語 vs ，低頻出度語 ）に よ らず同程 度 の 脳 活動で 、 左右半球差 もな か っ た 。

一方 、 ウ ェ ル

ニ ッ ケ野 付近 、角 回、縁上回 では 、単語 の 意味の 理解度に よ らず 、母 語 処理時 の 方が英語

処理 時よ り脳活動が有意に 大きか っ た。聴覚野付近で は 母 語 と英語で脳活動に 差が ない の

に 対 し て 、こ れ らの 脳の 場所 で は 顕著な差が見 られ た とい う結果 は 、ウェ ル ニ ッ ケ野付 近 、

角回、縁上回 が、　 「言語音」 の 認 知処理 （音韻処理 ）の 座で ある こ とを示 して い る。 つ ま

り、小 学生の 段 階ですで に脳 が母 語 の 音韻処理 にチ ュ
ー

ニ ン グされ て お り、言語音 とし て

聞き慣れ な い 英語 は非語 と同様に処理 され て い る と考え られ る 。 また 、 聴 覚野 付近や ウ ェ

ル ニ ッ ケ 野付近 は、音声
一
言語 処理 の プ ロ セ ス の 初期 段階に あた るが、脳 の 活 動 は左右 半

球で 差 はなか っ た。
一

方、音声
一

言語処理 プ ロ セ ス の 後期段階 （角回 、 縁上回 、 ブ ロ
ー

カ

野）で は言語刺激の 種類に よ っ て それぞれ の 皮質が異な る反応 を示 し、高頻度語 に対 して

は左半 球 の 角回、低頻度語 に対 し て は 右半球の縁上 回 の 活動が統計的に 優位 とな っ た。ま

た、ブ ロ
ー

カ野 で は右半球 の 活 動が優位 で あっ た。
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図 3　 単語復唱課題 で の 脳 活動 （Sugiura，　et．aL ，

2011 よ り）

　
一

般 に 言 語 は 左 半球 で 処 理 され て お り、言 語処理 の 中 で も特 に音韻処 理 には左右両半

球が 関与 し て い る と言われ て い る が 、こ の 結果か ら、新 しい 単語 を学ぶ 時 には右半球 が 重

要 な役割を担 っ て い る 可能性 が 高 い こ とが 示 唆され た 。 あま り聞き慣れない 低頻度語 の 音

韻処理 に は、右半球 の 縁上 回が深 く関与 し、聞 き慣れた 高頻度語 に対 し て は 左 半球の 角回

の 活動が 高 い とい う結果 は 、音声 分析 が進 む と語彙の 習得が 進 み 、それ に 伴 っ て 脳活 動 が

右半球 か ら左 半球 へ 移行 す る 可能性 を示 し て い る。また 、こ の傾 向は母語 で も外国語 で も

同様に観察 され た こ とか ら、言 語 に 普遍 的な現象で あ る と考え られ る。

　音声は
一

つ
一

つ の 音 （分節音、単音）が 連結 し て で き て い る た め
、 分節的特徴 と、分節

音が連結 した単位 （音節、語、句な ど） に起 こ る リズ ム 、ア ク セ ン ト、イ ン トネ
ー

シ ョ ン

な ど の 超分節的特 徴に分け られ る が 、 左 半球で は 分節的特徴の処理 、右 半球では超分 節的

特徴 の 処理 が行 われ て い る可能性 が高い と考え られ る。新 し い 言葉を学ぶ 際には 、外 国語

の み ならず母 語 で も こ の 超 分節的 特徴 の 処 理 機能が 重要 で あ り、こ の 機 能 が言語 の 上達を

左右す る と思 われ る 。 こ れ よ り、左 半球 に 加 え て 、右半 球の 縁上回 お よび右半球 の ブ ロ
ー

カ 野 に相当する場 所 が言 語 習得の 初期に 重要 な役割 を担 っ て い る と考 え られ る 。
こ の 結果

は、音 声処 理 か ら言語処 理 の
一

連の 過程 にお い て 、音 の 入力 の ご く初期段 階で あ る聴覚野

付近 で は言語 の種類に よ らず音声 と し て 処理 され 、さらに ウ ェ ル ニ ッ ケ野 、角回 、縁上 回 、

ブ ロ ー
カ野 と い う高次な脳機能 を担 う場所 へ と処理プ ロ セ ス が進む に つ れ て 、よ り特 化 し

た 「言語 」 の 処理 へ 移行 して い く こ とを示唆 し て い る。
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7．こ れ か らの 展開

　以上 、脳 の 発 達と言 語習得 とい う観点 か ら 、日本人小学生 の 英語学習 の コ ホ ー
ト研究 を

紹介 した 。 日本人の 英語教育 に っ い て、こ れ までは テ ス トの 成績や 心 理実験に お ける正 答

率や課題処理 時間な どの 行動指標を検討 の 資料 と し て い た が、こ れ か ら は 、脳 機能に も と

つ く言語 習得お よび学習の メ カ ニ ズ ム を理解する必要 が ある。そ の た め に、人文 系 の 領域

で も脳 科学の 手法を用い た実験研究を推進す る こ とが 望 ま しい が 、 とか く異分野 とい う意

識が働 き、そ う容易で はない よ うに思われ る。 しか し、分野 は違 っ て も知 りた い こ と の本

質は 変わ らない の で あ り、分か らない 場 合は、神経科学者や脳 を熟知 し て い る情報工 学の

研 究者 と コ ラボ レ
ー

トす るの が よ い e 欧米 とは異な り、日本の よ うな外国語環境 で の 第二

言 語習得に つ い て は デー
タが少な い 。まずは 、言語学、心 理言 語学 の 仮説 や モ デル に も と

つ い て 、言語習得の神経科学的な基礎資料 を収集す べ きで あ る。そ して 、研 究者、教育者 、

政策立 案者が協働 して 、脳機能に も とつ い た よ り効果的な外国語の 教授法や学習法 の 開発

に取 り組 む こ とが重要で ある 。 研 究成果を教育現場 へ 還元す る こ とが何よ り期待 され る。
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